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説明

このパッケージは、担当者に対する顧客および顧客ユーザー情報の表示を、グループに基づいて制限できるようにします。デフォルトでは、すべての顧客が担当者に表示されます。このパッケージをインストールすると、顧客を担当者グループに割り当てることができます。その顧客は、該当グループへのアクセス権を持つ担当者にのみ表示されるようになります。顧客ソース全体を制限することもできます。

顧客ユーザーに対するアクセス権は、顧客に設定された権限を継承しますが、個別に設定することもできます。

この機能は OTOBO の顧客（ユーザー）テーブルで動作し、リモートデータベースおよび LDAP では読み取り専用で動作します。



システム要件


フレームワーク

OTOBO 11.1.x



パッケージ

-



サードパーティ製ソフトウェア

-




制限事項

このパッケージは、標準のチケット機能および顧客ユーザー機能における担当者のアクセスを制限することを目的としています。つまり、チケット作成画面などの「顧客ユーザー」選択や、顧客（ユーザー）情報センター、標準環境でユーザーが利用できる AdminCustomer(User) で、担当者が顧客ユーザーを見つけられないようにします。チケットへのアクセスは変更されません。つまり、閲覧できない顧客のチケットを含むキューに担当者がアクセスできる場合、チケットは表示されますが、チケット内の顧客ユーザー情報は空になります。

このパッケージは現在、一部の高度な機能には対応していません。特に Elasticsearch の検索結果には影響せず、AdminCustomerUserCustomer のような専用の管理機能を制限することも想定していません。



セットアップ

Config.pm で一連の調整が必要です。DB と LDAP のどちらの場合も、CustomerCompany ブロックおよび／または CustomerUser ブロックを変更する必要があります（存在しない場合は、Kernel/Config/Defaults.pm から Kernel/Config.pm にコピーし、Kernel/Config.pm 側で調整してください）。AdminCustomer と AdminCustomerUser で担当者グループを設定できるようにするには、マップに変数を追加する必要があります。


バックエンド


データベース

DB バックエンドの場合、CustomerCompany と CustomerUser の両方の定義に次のように追加できます。

$Self->{CustomerUser} = {
    # ...
    Map => [
        # ...
        [ 'UserGroupID',      Translatable('Only visible to agents in group'),
            'group_id',    0, 0, 'var', '', 0, undef, undef ],
        # ...
    ],
};







LDAP

LDAP バックエンドの場合も、CustomerCompany と CustomerUser の両方の定義で同様です。

$Self->{CustomerUser} = {
    # ...

    Map => [
        # ...
        [ 'UserGroupID',      Translatable('Only visible to agents in group'),
            'otoboGroup',    0, 0, 'var', '', 0, undef, undef ],
        # ...
    ],
};





ここでの 'otoboGroup' はあくまで例で、ディレクトリの属性に置き換える必要があります。また、ほとんどの場合、AD と OTOBO のグループの対応付けが必要になります。これは次のように設定します。

$Self->{CustomerUser} = {
    # ...

    # Additional settings for the UserGroupID mapping.
    UserGroupIDSync => {
        # Match group names instead of group IDs.
        UseGroupNames => 1,
        # Remap group names or IDs.
        # The key is the group name/ID on the remote system (DB or LDAP-Attribute)
        # and the value is the group name/ID on the local system.
        RemoteGroupToLocalGroup => {
            'ad-admin-group' => 'admin',
            'ad-user-group'  => 'users',
        },
    },
};







グローバル

バックエンドに関係なく、完全に制限することもできます。

$Self->{CustomerUser} = {
    # ...

    # Only allow access to the customer user source to members of this group:
        CustomerUserGroup => 'users',

    # ...
};








フロントエンド

顧客および顧客ユーザーの管理画面で、グループを設定できるようになります（読み取り専用のバックエンドでは閲覧のみ）。




設定リファレンス


Core::Permission


マルチテナンシー

顧客および顧客ユーザーのマルチテナンシー機能を有効にします。



Multitenancy::PermissionGroup

顧客のマルチテナンシーを設定できるグループを指定します。このグループのメンバーにはマルチテナンシーは適用されません。





概要


連絡先


Rother OSS GmbH

メール: hello@otobo.de

Web: https://otobo.de





バージョン

作成者: Rother OSS GmbH / バージョン: 11.1 / リリース日: 2026-10-26
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